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施設名

演題名 継続は力なり！毎日笑って楽しい暮らしを　～幸せホルモン～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

前回笑いヨガによるS-QOL向上を目指しましたが、目標達成できませんでした。しかし前回は目標設定から
の期日が短かったため、今回しっかり時間をかけ、また前回の反省を活かせばより良い結果がだせると考
え、今回の課題に取り組みました。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 7

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　S-QOL-Dの更なる向上を目指しご利用者に楽しみのある、幸せな生活を送って頂く

（目標値）　24名の入居ご利用者のS-QOL-D平均18以上

・笑いヨガの重要性を職員に理解・浸透させること。同じことの繰り返しで飽きないよう１週間毎日異なる笑い
ヨガを行うようメニューの作成。誰がやったか、どのご利用者が参加したか一目でわかるようリストの作成

（実施前）　S-QOL-D平均15.9(令和6年1月時点)

（実施後）　S-QOL-D平均16.6(令和6年6月時点)

標準化：笑いヨガを毎日行う
管理：月１回S-QOL-Dを評価する。半年毎にS-QOLを基にアセスメントを行いご利用者により良いケアを
提供する
教育：不定期に幸せホルモン、笑いヨガに関するアンケートを行い理解浸透に努める

齊藤
さいとう

　優
ゆう

　（ケアワーカー）ケアセンターけやき

①診断・治療･ケアの質の向上をめざすもの

②支援部門

令和6年1月　～　令和6年6月

取り組種別 問題解決型

関口　翔　（介護福祉士）

平井　敏男 介護福祉士

河井　ともみ 看護職

ケアワーカー

介護福祉士関口　翔

川口　美由紀 介護福祉士

スマイルけやき

①職場単位の活動

齊藤　優



【現状把握】

標
準

【目標設定】



【要因解析】

【対策の立案と実施】

標
準



【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

標
準

【反省と今後の進め方】


